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新
年
度
を
迎
ゆ
る
に
あ
た
っ
て

昭
和
四
±
年
の
薪
ら
し
い
華
麗
を

迎
え
て
、
も
う
す
で
に
新
緑
萌
ゆ
る
初

夏
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

綴
益
々
初
鰹
勝
に
渡
ら
せ
ら
れ
何
よ
り

に
存
じ
ま
す
。

本
町
々
政
も
、
年
々
叢
の
御
理
解

と
衝
協
力
に
よ
っ
て
、
牛
歩
な
が
ら
も

粘
々
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る
こ
と

が
出
来
て
よ
ろ
こ
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
年
度
は
大
き
な
補
助
藁
も
な

く
、
特
に
人
件
費
、
物
件
欝
等
の
膨
脹

に
よ
る
財
政
圧
迫
は
憶
囲
並
の
こ
と
な

が
ら
、
全
く
乏
し
い
限
ら
れ
た
自
己
財

遠
賀
町
長

淑
の
み
で
ま
か
な
っ
て
行
か
ね
は
な
ら

ぬ
、
未
曾
有
の
財
政
窮
迫
の
年
に
際
会

し
た
と
云
わ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
初
予
算
一
億
三
千
七
百
余
万
円
で

新
規
瑠
薬
と
し
て
ほ
、
町
公
民
館
の
建

築
（
目
下
町
公
民
別
館
の
霊
地
に
建
設

中
－
速
中
の
廃
材
を
利
用
し
て
約
九

〇
坪
）
、
プ
ー
ル
の
新
設
（
逐
中
の
運

動
域
に
予
定
）
、
酒
陳
施
設
機
材
の
強

化
（
消
防
車
及
び
貯
水
槽
）
等
で
あ
り

ます。昨
年
度
の
残
工
事
と
し
て
唯
今
通
貨

中
学
絞
避
劾
坊
の
盤
傭
工
蝶
を
急
い
で

小

川

登

一

郎

い
ま
す
。
継
続
落
葉
と
し
て
は
、
緊
就

失
対
藁
に
よ
る
通
路
河
川
の
改
修
整

備
工
疎
（
広
渡
、
逝
費
用
地
区
）
を
あ

げ
て
い
呈
㌔

農
地
の
開
発
押
葉
と
し
て
は
、
昨
年

度
か
ら
西
川
離
水
防
除
工
垂
（
西
川
混

練
、
鞍
手
、
通
費
両
町
地
域
）
を
五
ヶ

年
継
続
菜
と
し
て
、
国
及
び
県
と

共
同
し
て
薄
手
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す
。
目
下
広
渡
遮
賀
川
堤
防
下
に
排
水

ポ
ン
プ
塵
の
据
付
工
事
中
で
、
之
が
完

成
の
暁
に
於
て
は
（
少
な
く
と
も
こ
ゝ

二
二
年
後
に
は
）
戸
助
川
、
西
川
、

吉
原
用
沿
線
の
湛
水
は
、
遜
費
用
に
排

水
放
流
出
来
る
こ
と
ゝ
な
り
、
永
い
問

毎
年
の
雨
期
に
、
湛
水
の
た
め
悩
み
続

け
て
い
た
遠
賀
平
野
の
復
元
も
、
期
し

て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す。

ー薬
に
媒
紅
蓮
費
塞
蚕
等
学
礎
も
、

い
よ
い
よ
本
町
千
代
丸
、
上
別
府
地
区

に
移
転
が
決
定
し
た
よ
う
で
、
本
年
度

は
こ
の
地
盤
の
国
有
林
を
か
た
と
り
敷

地
の
造
成
に
か
ゝ
り
、
来
年
度
か
ら
継

続
し
て
校
舎
の
建
築
に
か
か
る
予
定
の

よ
う
で
す
。
目
下
県
に
於
い
て
具
体
東

の
計
画
中
で
、
末
だ
何
等
町
と
の
打
合

せ
の
時
機
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
何

れ
に
し
て
も
本
町
と
し
て
之
に
傍
っ
通

路
の
嬢
側
籠
紫
お
こ
と
も
予
想
さ
る

ゝ
の
で
あ
り
ま
す
。

国
道
三
号
練
沿
線
の
開
発
、
特
に
遊

資
川
部
藩
腹
埋
立
地
域
の
団
地
化
も
だ

ん
だ
ん
と
具
体
化
し
、
本
年
か
ら
来
年

に
か
け
て
、
二
二
二
百
戸
の
貸
主
が
建

設
さ
る
ゝ
計
画
で
、
之
に
伴
う
こ
の
地

区
の
開
発
整
備
も
必
然
的
に
予
想
さ
る

ゝ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
国
道
西
川
橋
の
歩
道
的
没

の
闘
題
、
県
道
舗
装
の
閉
態
、
旧
芦
屋

鉄
道
側
雛
の
県
道
化
促
進
の
問
題
、
北

部
地
区
バ
ス
運
行
実
現
の
関
越
、
滝
本

小
学
捷
堅
穀
舎
建
策
促
進
の
輯
癌
、

園
些
言
雪
線
バ
イ
パ
ス
通
路
促
進
の
問

題
等
々
、
色
々
と
当
面
の
紅
紫
闇
題
を

控
え
、
之
等
に
周
っ
て
披
逆
の
努
力
を

お
し
ま
な
い
決
憩
で
こ
き
い
ま
す
。

と
う
か
、
町
民
各
位
の
こ
の
上
と
も

絶
大
な
る
絢
脇
力
と
衝
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
霹
め
の
御
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

実

現

な

る

遠
賀
町
公
民
館
（
本
館
）
建
設

－
1
6
月
2
0
日
竣
工
予
定
　
－

永
い
閲
町
民
各
位
の
要
望
で
あ
り
、

又
町
当
局
多
年
の
懸
策
で
あ
り
ま
し
た

町
公
民
館
　
（
本
館
）
　
建
設
が
つ
い
に

念
願
か
な
い
実
現
の
運
び
に
な
り
ま
し

た。
町
と
し
て
ほ
、
財
政
的
に
非
常
に
窮

迫
し
て
お
り
ま
す
が
、
社
会
政
商
の
韮

要
軽
に
か
ん
が
み
建
設
を
決
定
し
た
も

の
で
、
こ
の
た
び
防
音
改
築
さ
れ
た
遼

賀
中
学
校
の
解
体
古
材
を
も
っ
て
、
公

民
館
別
館
横
の
空
地
に
現
在
建
築
中
で

あ
り
ま
す
。

な
お
、
工
華
の
猛
襲
は
次
の
と
お
り

です。
1
工
期

猪
工
　
田
柄
4
1
年
4
月
6
日

竣
工
　
昭
和
4
1
年
6
月
2
0
に
i

2
総
工
費
　
約
三
六
〇
万
円

3
榔
述
　
木
造
、
平
琴
瓦
井
、

モ
ル
タ
ル
仕
上
げ

4
面
積
　
二
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル

（
ホ
ー
ル
、
及
小
会
護
塞

2
便
所
）

5
業
者
∴
∴
高
山
建
設
K
K



昭　和4⊥　千〇　月　⊥o ti　発†調

支出緩頬　　　　収入財顕∴∴∴差引不足財源（「般会計繰入金）
25，5秘，関田　－la躯1，000円＝12，弱7，00照　一3．500，調円

収入調定額（低所緒税減額分）　　　　　　　　　課税繰頴
＝9，057，同門　＋178，00鳩門　真9，芝臨，請円×103彩雲9，512，000円

税率の決定

新制額9・512・00円×50葬4・郎伽円一一独豹調畦講

談税総額　　　　　資産割頼∴∴固定資産税額　税率

資産脚韻9調同門×十％＝∴劇厚旧部門∴略画隆の00円＝喜

課税総額　　　被保険者均等割顆　被保険者数∴溺韓

均等部類　9，512，00円×30男‘＝2．853，債膿円＋　　3，380人　＝850円

読税総額　　　　　平均削顆　　世指数∴∴税率

平均剖額　9，512，00円×15ガ＝1，426，800円－895世措＝1，600円

計　　　　　　　　　　　　　9，醜1，181円

説額の上昇率

41年度保険税調定額　40年度保険税調定額　磐引砲税∴∴増税率

9，541，181円　　一　　7，億0敏速円　＝1，910，51卸寧∴i菊形

41年度∴∴40年度∴∴∴対比

納税義務者l世諮当　10，147円　　も140円　　24．66形

被保険者1人当　　　　2，億樹Ij　　2，141円　　蕊．45房

がんゐ報町

「
国
民
健
康
保
険
だ
よ
り
」
及
び
「
繋
共
済
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
は
、
復
縁
貝
が
4
月
1
9
日
か
ら
4
月
動
因

ま
で
冬
部
落
に
出
向
い
牧
丘
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
嚢
施
し
ま
し
た
が
出
席
者
が
非
常
に
少
な
く
十
分
趣
旨

の
徹
底
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
再
鹿
町
報
で
概
略
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

国

民

健

康

保

険

だ

よ

り

〝
四
割
国
庫
負
担
に
よ
る
家
族
七
割
給
付
実
施
〝

1
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

㈲
　
改
正
の
内
容

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
饗

の
給
付
を
受
け
る
場
合
の
一
部
負
担
金

の
割
合
を
十
分
の
互
か
ら
十
分
の
三
に

減
じ
た
。

前
記
の
改
正
に
よ
り
猿
楽
の
給
付
及

び
療
糞
の
支
給
に
憂
す
る
費
用
に
対

す
る
国
庫
負
担
金
の
率
が
二
割
五
分
か

ら
四
割
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
家
接
七
割
給
付
実
施
市
町

村
に
対
し
、
五
割
給
付
か
ら
七
割
縫
付

へ
硝
加
す
る
二
割
の
四
分
の
三
を
四
駆

が
補
助
を
行
な
っ
。

㈲
　
改
正
の
趣
旨

国
民
健
嬢
探
険
は
医
療
保
険
制
慶
の

中
で
も
っ
と
も
薫
嬰
な
栓
で
あ
り
、
そ

の
優
全
な
発
展
、
長
期
的
な
安
定
を
計

る
た
め
に
は
、
給
付
氷
壁
の
向
上
と
十

分
な
る
産
経
の
確
保
が
必
裳
で
あ
る
。

従
っ
て
現
在
他
の
欝
着
保
険
制
度

と
出
し
格
差
の
あ
る
国
民
健
康
保
険
の

給
付
割
合
を
大
幡
に
引
上
げ
被
保
険
者

の
匪
猿
福
祉
の
充
実
を
計
る
も
の
で
あ

る。

2
保
険
稜
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

㈲
　
税
率
の
改
正

所
得
剖
額
百
分
の
「
九
素
百
分
の

二
、
三
五
に
被
保
険
者
均
等
割
額
、
披

保
険
看
一
人
に
つ
皇
ハ
8
円
を
八
五

〇
円
に
、
世
話
平
等
剖
額
、
一
世
韓
に

つ
き
一
、
0
8
円
を
一
、
六
8
円

に
改
め
る
。

㈲
　
改
正
の
趣
旨

税
率
の
引
上
げ
轟
は
前
年
度
保
険
税

調
定
額
に
出
し
二
重
空
域
税
の
理
由

は
家
族
の
七
割
給
付
、
被
保
険
者
の
愛

塗
率
の
上
野
、
陵
饗
の
値
上
げ
等
に

よ
る
匪
寮
費
の
増
嵩
で
あ
る
が
、
特
に

象
壊
七
割
給
付
嚢
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
新
た
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
擾
嬢

費
の
支
払
財
源
が
六
〇
〇
万
円
、
こ
れ

に
対
す
る
国
舶
負
担
金
が
四
〇
〇
万
円

（
六
〇
〇
万
円
の
三
分
の
一
一
が
園
確
補

助
）
差
引
不
足
財
源
一
九
〇
万
円
の
財

源
確
保
（
税
収
）
が
主
な
る
陳
園
で
あ

る。
資
料
1

昭
和
四
十
一
年
痩
保
険
税

の
決
定

※
籠
税
の
課
繋
額
は
地
方
税
法

七
〇
三
条
の
二
項
に
よ
り
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
壇
方
税

法
に
定
め
る
額
を
課
税
総
額
と
す
る
。
」

「
六
〇
〇
万
円
と
な
り
前
年
度
の
課

税
総
額
（
七
六
〇
万
円
）
し
昆
較
す
る

と
約
二
倍
の
税
額
と
な
り
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
の
窺
能
力
或
は
他
の
市
町

村
の
情
熱
蒜
ら
し
で
、
地
方
税
に
定

め
る
響
課
税
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
の
で
、
四
十
一
年
度
に
於
げ
ろ
課

税
総
額
の
決
定
は
更
親
総
額
を
基
礎
と

し
こ
れ
に
対
す
る
収
入
財
源
を
計
り
差

引
不
足
財
液
を
保
険
税
の
課
税
総
額
と

し
て
決
定
し
た
。



昭和41年5月15日発行

昭和40年度決算見込

豊平品田在
日i＿－ノ

収支鵜板類’需日用0円

町　　覿∴∴お　　ん　　が

昭和41年度予算状況

（8）　　　　　　第71号

年度別、保険税、療養給付費、国度請合

星 �i �【 昌l �丁子l当： ��「珊「‾一丁： 　憤≡三三≡≡≡≡≡三重重量ヨI 
隠21 �1事配賦 ��泌燃、綴燃燃燃燃蕊 

品） � �i 畠I 駆 �胤直樹 ��！ 榊 騒 撒 く枕 �面l朝雲≡≡三三三重量三三ヨ 

脚骨髄綴懸灘測 

拙 � � ��▼・　－… �� 

676， �・31網綴測 

阜 �鋤小机用 �3孤高関田 ∴剛．∴ ��� � � 7，統1．13桐悩轍綴翻 

言．∵辛 � 

余
念

動
付

託
樹
齢

腹
心
義

侠
国
海

自

技
能
検
定
お
よ
び
技

能
競
技
大
会
の
実
施

案
内
に
つ
い
て

福
岡
旧
券
働
部
長
よ
り
、
今
回
閥
和

四
十
言
草
贋
前
期
分
と
し
て
、
技
能

検
定
及
び
技
能
規
枝
大
会
を
左
記
に
よ

り
実
施
す
る
旨
の
案
内
通
知
が
立
売
り

ま
し
た
の
で
多
数
の
受
検
通
じ
に
、
こ

参
加
下
さ
る
よ
う
お
幽
い
い
た
し
ま

ノ
ダ

つ
己

÷
競
技
職
種

わ
た
後
舐
咳
の
日
的

及
び
場
所
を
通
知
才

一や機
嫌
丁
、
仕
上
上
、

板
金
工
、
雌
気
あ
っ

し
主
、
何
層
心
機
組

立
工
、
恐
山
梯
組
立

．
玉
、
洋
服
工

臼
五
月
六
日
（
金
）

歪
五
月
十
九
日
（
木
）

受
検
嘗
…
が
要
撃
一

一
、
滋
段
目
　
明
和
四
十
一
空
へ
I
I

L
二
日
（
口
）
か
ら

昭
和
四
十
一
年
八
月

十
四
日
（
□
）
三
C

の
朋
に
お
い
て
膚
定

す
る
閤

以
上
、
他
の
群
細
な
こ
と
に
つ
い
－
」

は
役
場
土
木
課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
∪



（4）

総督した場合の10アール当り共済掛金

町平均猿轡反収　3鎚吟〉′飾，＝269暗

単枕当りi即∴岬∴岬∴円 �����甘∴町i⊥ �甲　門　口 

掛金、、＼ �揃金紙15 �20 【 �紗 �40 �50　00！7 �75 �印 

現 �∴　∴ �125 �188 �251 �131畠。3 �47 �501 �5 

除 �∴∴ �l 雪8 �130 �173 �〉21抽孤 �324 �∴ 

上記の妻は現行と除外の筋合の10アール当り共済掛

金であるが　42年産からは個人選択とせずに噂位当

り50ITjか60円のいずれかを1本に定あて行く方針で

あります。

27「lj（がiL合　i　50冊の場合

60，総．740円　199，5蝕，290日

611％

3，700，488円　12，173，421日

1，413，586円∴∴∴4，650，銃剣I］

2，286，902rLj　　　7，523，175円

共　　済　　金　　紙

l▲江華共済掛金率

燥　準　共　済　掛　金

（同窓鰹①繁務
漏出喜割引制令　　　　　31％

塞雌共済掛金飾闇　　1，147，15掴　　3，m，761円

囲∴捕i鑓i恕i割合　　　　61．8％

園部負担謝引離　　　700，純9円　　2，謡1鈎甲」

鶏頭客事故除外補助金②　　　鯛，212円　1，揖1，577rl］

純鎧家賃坦観念

農
業
共
済
だ
よ
り

昭
和
4
2
年
度
か
ら

水
稲
病
虫
害
事
故
除
外

がんお報町

一
、
震
柴
災
害
補
償
制
度
の

改
正
点

①
組
合
等
の
慮
作
物
其
活

の
共
済
責
任
の
払
充

改
五
前
で
は
、
み
な
さ
ん
方
が
掛
け

ら
れ
る
掛
金
の
内
、
一
割
を
町
に
残
し

九
割
を
奥
に
納
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
で
は
反
対
に
九
割
が
町
に
一
割
を

県
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
は

九
割
の
手
持
が
で
き
る
の
で
災
書
か
な

け
れ
ば
無
璃
度
し
と
し
て
三
年
に
一
回

滝
の
「
無
事
暴
食
」
看
支
払
う
こ
と

に
な
り
、
従
っ
て
　
「
共
済
は
掛
捨
て

だ
」
と
云
う
不
満
も
相
当
少
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

④
強
制
加
入
の
緩
和

今
ま
で
水
稲
m
ア
ー
ル
以
上
耕
作
し

て
い
る
と
強
創
加
入
で
あ
っ
た
が
、
2
0

ア
ー
ル
未
満
に
つ
い
て
は
任
恋
加
入
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
幾
分
強
制
加
入
が

緩
和
さ
れ
た
。

⑤
農
作
物
共
済
の
損
害
補

て
ん
の
内
容
を
充
実

塵
作
物
共
済
の
単
位
当
り
共
済
金
額

の
馨
韻
を
米
麦
価
の
九
制
に
引
上
げ

た。
旧
法
で
は
単
位
当
り
共
済
金
額
の
種

類
が
披
低
1
5
円
か
ら
蛙
埴
5
5
円
ま
で
で

あ
っ
た
か
新
法
で
は
最
低
1
5
円
か
ら
最

拓
9
0
円
に
引
き
上
げ
た
。

④
震
作
物
其
活
の
共
済
掛

金
に
対
す
る
国
旗
負
担
の

合
理
化
を
計
っ
た

共
済
掛
金
に
対
す
る
閏
郎
負
担
は
、

今
ま
で
県
下
二
紐
で
あ
っ
た
が
、
各
市

町
村
に
よ
っ
て
掛
金
の
高
い
組
合
等
に

つ
い
て
は
5
制
以
上
、
低
い
組
合
に
つ

い
て
も
最
低
5
割
の
函
姉
負
担
が
あ

る
、
当
町
に
お
い
て
は
、
園
が
6
1
・

8
劣
農
家
3
8
・
2
劣
の
負
担
割
合
で
あ

る。

⑤
水
稲
病
虫
害
の
実
演
事

故
除
外
と
共
済
掛
金
の
割

引
き

水
稲
に
つ
い
て
の
締
虫
雷
防
除
体
制

が
十
分
整
っ
て
防
除
か
徹
底
し
て
い
る

市
町
村
で
は
、
共
済
組
合
等
の
申
請
に

よ
り
農
林
大
臣
の
指
定
を
受
け
て
病
虫

害
に
よ
る
接
客
は
共
済
金
を
支
払
う
対

象
と
せ
ず
、
そ
の
分
の
掛
金
を
安
く
す

る
（
3
割
軽
暖
）
文
一
J
の
指
定
を
受
け

た
共
済
組
合
谷
に
は
安
く
な
っ
た
鹿
家

掛
金
負
担
額
と
同
数
の
滴
虫
薯
防
止
の

補
助
金
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
。

二
、
水
稲
病
虫
害
事
故
除
外

こ
の
点
が
今
回
の
重
点
項
目
で
あ
り

ま
す
。
水
稲
の
共
演
拡
散
と
は
、
風
水

葦
千
客
∴
疫
学
そ
の
他
気
無
上
の

原
因
に
災
害
、
病
虫
害
鳥
獣
害
を
共

済
事
故
と
し
て
3
割
以
上
の
被
害
に
対

し
共
済
金
斉
支
払
っ
て
い
る
が
最
近
当

町
に
お
い
て
は
航
謹
防
除
等
防
除
が
徹

底
し
て
い
る
た
め
病
虫
薯
に
よ
る
3
割

以
上
の
接
評
と
し
て
共
済
金
委
払
う

対
馨
が
少
く
な
っ
て
お
り
、
遜
卸
町

の
大
災
聾
と
し
て
英
襲
巻
一
〇
〇
万

円
以
上
支
払
っ
た
の
は
糊
風
雪
風
水

害
で
あ
り
、
妬
虫
宮
と
し
て
の
対
範
は

非
常
に
少
な
く
、
こ
の
際
節
虫
醇
事
故

を
除
外
し
農
家
の
掛
金
を
安
く
し
、
そ

の
分
が
国
か
ら
の
隣
除
補
助
金
と
し
て

交
付
を
っ
け
る
方
窯
業
と
考
え
昭
和

倣
年
産
水
稲
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
病
虫
害
事
故
を
除
外
し
た

場
合
、
態
家
の
負
担
が
ど
の
位
安
く
な

り
又
国
か
ら
の
防
除
の
補
助
金
が
ど
の

位
交
付
さ
れ
る
か
を
現
行
の
単
位
当
り

共
済
金
禰
平
均
2
7
円
と
娘
薄
の
9
0
円
を

選
択
し
た
場
合
の
比
較
を
筑
出
い
た
し

ま
す
と
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

行発R【－ヽ）月〇
〇年．4－和昭

〝
三
ち
ゃ
ん
農
業
か
ら
脱
皮
〝

－
　
通
貨
町
4
H
ク
ラ
ブ
発
足
－
I
i
i

去
る
四
月
二
十
二
日
の
被
、
役
域
会

議
室
で
遠
賀
町
4
H
ク
ラ
フ
が
め
で
た

く
誕
坐
し
ま
し
た
。

こ
ゝ
数
年
来
、
日
本
標
生
は
護
憲

済
成
長
の
余
婆
C
、
幾
業
労
力
は
や
つ

ぎ
は
や
に
流
失
の
止
む
な
き
に
至
り
、

残
る
は
「
三
ち
ゃ
ん
蔑
業
」
の
い
わ
ゆ

る
取
り
残
さ
れ
た
農
業
が
掌
る
の
み
で

し
た
。
明
日
へ
の
待
望
め
ざ
し
次
代
を

背
負
っ
農
業
後
継
箸
の
碓
操
は
関
係
者

の
拝
顔
で
あ
っ
た
だ
け
に
今
回
の
後
継

番
の
集
り
で
あ
る
4
H
ク
ラ
ブ
の
発
足

は
関
係
者
奮
話
せ
て
い
ま
す
。

同
会
は
距
ち
に
役
員
の
避
任
を
行
な

い
会
長
に
白
石
純
夫
君
、
副
会
長
に
高

崎
正
和
君
他
支
部
長
多
数
を
適
び
、
新

年
度
事
業
計
蘭
と
し
て
プ
ロ
ゼ
ク
ト
証

印
、
及
び
国
内
先
進
地
実
謡
語
間
な
ど

苅
嬰
貌
項
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

白
石
会
長
鞍
農
業
の
ピ
ジ
ョ
ン
を

自
分
達
の
碧
綾
に
近
つ
け
よ
う
と
す

る
研
究
の
規
が
4
H
ク
ラ
フ
で
あ
り
、

自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
画
期
的
探
鳥

経
営
の
拡
充
に
努
め
｛
定
言
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我
等
の
試
験
日

水

稲

成

育

認

査

稲
の
一
生
は
、
多
種
多
様
∴
∴
地
の
関
係
を
調
査
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
条
件
の
も
と
に
　
そ
の
調
査
の
結
果
凡
そ
次
の
こ
と
が
胡

坐
活
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
　
明
し
ま
し
た
。

す
。
　
　
　
　
　
　
　
A
妓
話
分
ケ
ツ
期
　
別
表
の
と
お
り

私
達
は
尊
に
肥
料
・
農
薬
∴
∴
拙
期
間
に
お
い
て
、
多
少
菱
が
あ
り

そ
れ
と
英
に
大
事
な
こ
と
は
怒
熟
歩

合
を
良
く
す
る
こ
と
が
姫
鱒
的
収
址

の
決
定
に
つ
な
が
宝
玉
9

D
今
後
の
研
究
課
題
∴
∴
前
項
と
関
連

し
て
従
に
棟
数
、
荘
厳
数
の
蝿
大
を

し
て
も
逆
に
減
収
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
慈
悲
春
の
低
下
に
よ

争
も
の
で
、
薯
息
誌
に
美
雪
二

様
の
保

持
す
る

の
炭
水
化
物
斑
が
全
体
に
配
分
さ
れ

る
の
で
絵
美
歩
合
が
悪
く
な
り
「
宵

米
や
、
く
ず
米
」
に
な
る
と
云
わ
れ

て
お
り
孟
㌔
そ
の
様
因
は
痴
脛
、

水
管
撃
温
慶
、
菌
の
そ
儲
な
し
轟

々
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
輿
に
研
究

を
進
め
た
い
と
膏
ま
す
。
（
以
仁

持
出
忠
夫
氏
談
）

かんお報町

㈲
薬
身
長
・
襲
前
表
・
節
聞
長
と
の
柏
　
肪
（
一
坪
）
当
○
収
虹
と
な
り
霊
∴
∴
∴
は
す
る

互
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。
　
す
。
し
た
が
っ
て
穂
数
の
確
保
と
詳
∴
∴
－
穣
そ
の

盟
簑
・
穂
兵
・
露
程
数
・
粒
数
と
政
∴
∴
結
滞
の
脚
大
は
絶
体
条
件
で
す
が
、
　
分
た
け

本5
0
∴
∴
窮
∴
∴
加
　
　
1
5

曹
代
準
備
に
周
到
な
措
置
を

－
　
種
子
消
毒
は
必
ず
奏
施
し
ま
し
ょ
う

土
豪
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
筒
代

準
備
期
と
な
り
ま
し
て
、
御
多
忙
の
こ

と
ゝ
存
じ
ま
す
。
今
年
は
窮
先
以
賽
へ

候
不
順
に
よ
り
「
キ
リ
ウ
ジ
ガ
カ
ン

ボ
」
の
激
発
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
防
除
対
策
や
種
子
消
誌
な
ど
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
万
全
の
捕
陣
を
お
願

い
し
ま
す
。

用
稲
子
樹
の
厳
通

昨
年
度
の
稲
子
籾
は
、
冷
薯
や
風
害

の
関
係
で
密
琶
親
と
な
り
、
充
実
度

は
一
般
に
低
い
よ
う
で
す
。
発
芽
試

験
の
結
果
を
み
て
も
発
芽
率
が
低
下

し
て
お
り
、
又
餐
牙
し
て
も
生
背
が

不
均
一
と
な
り
ま
す
の
で
、
種
子
は

十
分
に
確
保
し
、
粍
水
速
や
唐
織
選

で
厳
選
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

塩
水
達
の
池
度
は
ウ
ル
チ
で
水
一
男

（
五
・
五
合
）
に
食
塩
一
七
五
㌘
I

二
四
〇
㌘
と
し
、
モ
チ
は
水
一
雄
に

つ
き
食
塩
一
五
〇
㌘
～
～
七
五
㌘
と

し
ま
す
。

の
薗
代
面
談
の
拡
大
　
今
年
は
本
田

の
機
種
株
数
「
二
割
珊
運
動
」
を
実

施
し
三
・
三
諦
　
（
一
軍
）
当
主
（

瓦
礫
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
の
で

従
来
よ
り
床
面
穣
並
び
に
延
子
虹
を

多
目
に
確
使
方
お
願
い
し
圭
㌔

㈲
キ
リ
ワ
ジ
ガ
ガ
ン
ボ
の
防
除

の
D
D
V
P
（
成
分
五
〇
着
）
を
、

「
0
0
0
倍
液
に
溶
解
し
（
水
一

リ
ッ
ト
ル
に
薬
液
一
八
瓦
）
一
ア
ー

ル
（
一
散
）
当
り
一
事
l
（
約
八

升
）
を
床
面
に
緻
布
し
ま
す
。

㈲
床
面
は
菌
床
の
小
づ
く
り
後
轄
水

し
て
薬
液
が
十
分
洩
透
で
き
る
よ
う

配
慮
し
、
噴
ム
器
及
び
ジ
ョ
ロ
に
て

服
布
し
ま
す
。

0
　
本
苦
虫
は
、
湿
田
地
帯
に
偏
在

化
し
て
い
ま
す
の
で
、
臆
代
膿
－
は
な

る
べ
く
、
滝
里
諒
び
ま
す
．

㈲
種
子
消
護
に
つ
い
て

い
線
虫
心
枯
編
の
溝
隷

書
冷
水
温
磯
雄
詩
法
∴
∴
冷
水
に
六

－
三
時
朋
灘
漬
し
た
秘
籾
を
五
〇

度
の
滋
に
一
上
方
つ
け
す
く
≡

鹿
の
湯
に
七
分
闘
浸
し
後
冷
水
で
冷

や
し
ま
す
。

●
独
減
法
法
　
駁
廉
籾
を
正
撰
五

七
踵
の
漁
法
の
中
に
一
〇
分
間
浸
し

た
後
水
で
冷
や
し
ま
す
。

●
サ
ツ
セ
ン
に
よ
る
調
達
法

サ
ッ
セ
ン
（
咽
○
劣
）
を
水
一
〇
リ

ッ
ト
ル
（
五
、
五
井
）
に
薬
剤
二
五

c
c
の
漆
液
の
中
に
乾
雑
観
の
ま
ま

二
四
時
間
灘
慈
し
、
後
水
洗
し
て
水

沸
し
ま
す
。

㊤
イ
モ
チ
、
ゴ
マ
整
蒲
の
溝
轟

●
ル
べ
ロ
ン
に
よ
る
橘
諸
法

水
一
〇
リ
ッ
ト
ル
（
五
、
五
升
）
の

中
に
ル
ベ
ロ
ン
五
鎚
を
離
し
三
上
へ

博
聞
薬
潰
し
ま
す
。

の
線
虫
心
黄
浦
と
イ
モ
チ
、
コ
マ
堕

種
油
の
二
重
溝
違
法

●
薬
剤
に
よ
る
聖
漠
　
水
一
〇

リ
ッ
ト
ル
（
五
、
五
升
）
に
ル
べ
ロ

ン
三
鎚
と
サ
ッ
セ
ン
二
五
c
c
を
溶

解
し
乾
蛾
も
み
の
ま
ゝ
二
間
時
間
“
債

潰
し
ま
す
。
の
ち
水
洗
い
し
て
普
通

の
水
か
し
を
し
ま
す
。

○
独
渉
と
ル
ベ
ロ
ン
の
二
重
溝
疎
放

冷
水
一
〇
リ
ッ
ト
ル
完
、
五
升
）

の
巾
に
ル
べ
ロ
ン
五
錠
を
と
か
し
、

六
～
三
時
間
渡
離
し
た
後
、
温
紡

五
〇
度
の
中
に
一
⊥
秀
子
潰
し
、

庚
に
舌
二
暖
の
潟
の
車
に
七
分
閥
洩

漉
し
、
託
ち
に
冷
刺
し
ま
す
。
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下記のとおり41年度の区長、生産組合長、分館長、

婦人会支郎長が決りましたのでお知らせします。

l＿＿里輩＿型＿＿峰寧＿′墜組合掌十分箪一長
塞堅旦＿李と
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））丸尾　　重＿控迅＿＿隆二f＿＿生＿

旦iL兎垂邸偲、心吉野∴箇年　青野ふじ子
一昔「鷲亀業霊慌諾金井シマ子

和実i篠田シゲ子生）上菅費奉＿」輩

守＿」延旦　秀男（＿ク＿＿、i＿彊里＿＿＿退嬰＿　白石イ＿スミ

ヰ 堅田　太陽（々）上墜坦　秀雄＿亙蓮＿＿」亮二王

遠∴賀I－朝露‾類日詰瀬井∴義弘井上年々

座＿＿壁上壁坦＿＿盛萱＿＿（壁土生）－

基山旦⊆」叫松本　稔一議三業－
＿蓬田＿」型迫＿〔＿＿孝＿）

＿昼＿＿＿＿＿＿三雄（ク）

一難書∵　言葉一一二等一一龍一紫－

旧　停
広

渡＿盤∠＿杢
道　管

会　　　長

副　会　長榛箭　盛登　　労費　和夫

村境HLJ月」J牛4和昭

国
土
詞
蛮
法
に
基
づ
く

地
籍
調
査
に
つ
い
て

地
籍
調
査
の
歴
史
（
そ
の
二
）

大
関
横
地

単
に
土
地
の
文
壇
と
言
っ
も
の
で
あ

れ
ば
、
大
化
の
改
新
の
斑
園
側
以
来
鎌
・

倉
、
婁
町
晴
代
を
通
じ
て
相
当
に
組
織

的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
大
開
検
地
は
秀
吉
の
実
施
し
た
諸

政
策
に
一
遍
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
政
策
が
大
化

の
改
新
か
ら
律
令
時
代
を
経
て
庄
園
鯛

に
至
る
旧
体
鮒
を
打
ち
殺
り
、
兵
塵
を

分
離
し
、
農
民
を
農
地
に
し
は
り
つ

げ
、
い
わ
ゆ
る
徳
川
三
百
年
の
対
建
制

度
確
立
の
基
礎
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と

に
大
き
な
警
鐘
を
持
っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
秀
吉
は
天
五
十
年
（
一
五

八
二
年
）
山
崎
合
戦
で
明
徳
光
秀
を
滅

し
、
弱
国
を
平
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の

哩
後
山
城
の
検
地
に
激
辛
し
て
か
ち
麗

地
に
検
地
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
線
三
年
の
検
地
条
令
に
「
六
尺
三

寸
の
雑
（
さ
お
）
を
以
っ
て
、
五
堅
ハ

＋
閲
三
百
歩
一
反
に
相
空
と
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
地
斑
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
兵
さ
の
単
位
は
一
里
ハ
尺
玉
寸
、

六
尺
三
寸
、
六
尺
な
ど
種
々
桜
々
で
あ

っ
た
も
の
を
、
秀
吉
は
文
緑
三
年
の
検

壇
条
令
で
六
尺
三
寸
に
一
定
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
大
化
の
改
新

の
塩
田
制
施
行
の
隙
使
わ
れ
ま
し
た
三

重
ハ
＋
坪
一
段
の
地
棲
単
位
は
鎌
倉
・

室
町
の
注
幽
鮒
時
代
を
通
じ
て
踏
襲
ざ

れ
て
お
っ
た
も
の
の
如
く
、
大
開
検
地

に
際
し
て
も
文
緑
二
年
ま
で
の
検
地
は

宍
尺
玉
寸
一
間
の
単
位
で
実
施
さ
れ
た

よ
う
で
あ
り
ま
す
。

中
山
平
次
郎
博
士
は
大
童
一
軍
に
博

梗
¢
を
雅
兄
さ
れ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す

が
、
閲
璧
鈎
は
哀
熟
に
嫌
気
を
帯
び

た
四
角
な
棒
で
、
用
材
は
松
の
木
、
憂

さ
六
尺
瓦
寸
四
分
、
幅
一
寸
二
分
、
厚

さ
八
分
、
下
の
は
し
ょ
里
一
分
の
所
に

諺
に
切
込
が
あ
っ
て
石
英
を
な
し
、

幡
一
斗
一
分
の
面
の
一
つ
に
刻
銘
が
し

て
あ
り
、
天
道
十
五
年
博
多
津
町
潮
に

使
っ
た
意
味
の
こ
と
か
捲
い
て
あ
っ
た

由
で
あ
り
ま
す
。

福
岡
、
佐
賀
両
県
の
大
部
分
の
地
域

は
当
時
文
練
二
年
妻
C
に
検
地
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
多
分
こ
の
六
尺
元

寸
の
竿
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
外

に
鳥
栖
市
近
郊
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
検

地
で
は
、
．
六
尺
一
関
少
の
　
「
嚢

等
」
と
言
っ
も
の
が
篤
さ
れ
た
享
つ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

特
別
の
密
鱒
に
限
ら
れ
た
地
域
で
行
な

わ
れ
た
も
の
で
一
蝮
的
な
も
の
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

と
も
あ
れ
大
圏
検
地
は
地
薯
は
か

る
文
壇
の
単
位
に
大
き
な
変
革
を
み

せ
、
異
能
を
分
離
し
、
農
民
を
土
地
に

し
は
り
つ
け
て
は
な
さ
な
い
よ
う
な
身

分
鯛
踵
を
決
宅
つ
け
た
と
こ
ろ
に
、
特

徴
が
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

！
つ
づ
く
－

以
下
次
号
＜
地
籍
調
査
の
歴
史
（
そ

の
三
）
明
治
籠
新
の
土
地
鋼
護
＞

昭
和
四
十
－
年
度
事
業
計
画

垂
二
年
（
一
五
九
八
年
）
六
十
三
才
に
　
多
奈
良
船
町
豊
閑
神
社
に
宝
物
と
し
て

用
実
施
地
域
　
本
意
津
、
尾
雌

実
施
和
独
∴
五
・
八
平
方
如

実
施
工
誤
　
三
角
測
癒

．
多
角
測
滝

平
板
測
地

一
難
地
調
査

実
施
面
戯
∴
圏
∴
（
平
方
短

実
施
工
程
∴
面
積
測
定

地
籍
閑
薄
の
作
成
禁
ノ

認
証

以
ヒ
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
二

し
て
伏
見
城
に
て
死
ぬ
圭
C
、
毎
年
名
　
籍
さ
れ
て
い
ま
し
た
一
博
多
町
制
間
　
の
実
施
地
裁
　
大
字
揖
津
広
渡
今
音
質

－
董
－
董
－
喜
一
－
一
三
重
責
－
重
－
茎
董
重
責
墨
書
責
二
重
≡
重
宝
コ
重
量
－
量
≡
】
三
塁
重
一
書
茎
一
室
茎
－
重
責
－
責
重
奏
窒
重
言
亭
茎
一
書
一
室
≡
三
雲
雲
量
茎
－

上
別
府
　
毒
虫
葉
音
浅
－
木
壱

国別一束一
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中島正男君（左）と勝広ちゃん

H
圧
諾
紺
自
評
古
田

蘭
崎
氏
は
、
か
ね
て
牟
ら
九
州
管
区

行
政
監
察
局
所
脂
の
霞
相
談
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

鑓
年
度
も
引
続
き
甫
荏
さ
れ
、
去
る
4

月
1
照
付
で
行
政
管
理
庁
安
富
か
ら
委

嘱
発
令
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ます。行
政
上
の
関
題
で
、
お
困
り
の
方
、

背
楯
な
ど
が
あ
る
方
は
、
相
談
蜜
宗

解
決
の
た
め
に
み
な
さ
ん
の
親
身
に
な

っ
て
色
々
と
お
世
話
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
こ
遠
慮
な
く
こ
相
談
く
だ
さ
い

第
4
回
　
遠
賀
郡
身
体
障
害
者

体

育

大

会

開

催

さ

る

－
－
i
6
月
5
日
岡
垣
中
学
で
ー

運
転
免
許
所
有
者
の

法
令
請
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

折
磐
纂
繋
及
び
運
転
者
協
会
共
催

に
よ
る
法
令
調
轡
会
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
町
内
両
校
区
に

分
空
J
二
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
都

合
で
は
い
づ
れ
の
全
域
に
出
席
さ
れ
て

も
綺
羅
で
す
か
・
宣
重
器
ざ
れ
ま
す

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
ず

日
時
及
び
鮮
所

出
門
校
区

5
月
2
6
日
牛
後
1
瞳
　
毘
門
佼
鵬
隻

浅
木
校
区

5
月
2
7
円
午
後
7
時
∴
浅
木
校
講
瑳

遠
賀
郡
身
体
瞬
重
畳
福
祉
連
合
金
主

鰻
に
よ
る
体
欝
大
会
が
次
の
と
お
り
蘭

催
さ
れ
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
ざ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
日
時
　
六
月
五
日
（
日
）

九
喧
二
〇
分
（
南
天
決
行
）

二
、
場
所
　
岡
填
中
学
校
ク
ラ
ン
ド

（
雨
天
の
際
は
同
校
体
育
館
）

三
、
歳
接
種
自

説
定
和
白

陸
上
瀕
摂
（
競
走
、
砲
丸
段
、
噛

跳
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ン
ト
ポ
ー
ル

投
、
翰
没
、
捜
擬
技
、
鉄
線
円
周

競
走
）
卓
球

自
由
稲
田

各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技

（家族参加）

四
、
参
加
申
込

五
月
二
十
五
ロ
ま
で
に
町
身
体
晴

雄
暑
郊
粘
協
議
会
を
通
じ
て
大
会

秘
務
局
へ

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す

日
本
赤
十
字
募
金
に
こ
協
力
を

蟹
年
五
月
は
、
日
赤
募
金
の
運
動
月

間です。ク
国
境
違
え
た
博
愛
精
神
．
に
よ

る
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
隅
い
し
ま

す。
な
お
従
来
蟹
年
一
〇
〇
円
舞
醜
出
さ

れ
て
い
る
一
般
社
風
の
方
は
、
特
別
校

員
に
違
す
る
圭
C
三
十
年
を
要
し
ま
す

が
、
こ
の
際
一
口
三
〇
〇
円
城
田
に
切

替
え
ろ
れ
て
早
く
特
別
社
員
に
な
ら
れ

る
よ
う
、
お
す
ず
め
し
ま
す
。

後
日
、
母
子
会
の
方
が
鞍
念
の
た
め

各
戸
を
訪
樹
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

福
岡
県
（
民
生
部
、
衛
生
部
）
で
は

次
の
と
お
り
身
体
醗
富
の
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

1
円
時
　
弼
和
1
4
年
5
月
2
5
円
（
水
）

受
付
1
0
時
～
1
5
時

2
地
所
　
水
巻
町
民
会
館

3
相
接
押
頂

の
身
体
陣
営
着
手
腹
の
交
付
申
請
に

関
す
る
こ
と
。

㈲
更
生
匿
藻
、
育
成
医
嫌
の
要
否
判

定
及
び
給
付
申
請
に
関
す
る
こ
と

の
捕
獲
典
の
交
付
、
修
理
の
要
否
判

定
及
び
給
付
面
詰
に
関
す
る
こ
し
」

㈲
職
業
栖
巌
に
関
す
る
こ
と
。

㈲
障
害
雑
種
年
金
の
相
談
に
関
す
る

こと。

㈲
そ
の
他

※
相
談
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
印

撃
、
ま
た
身
体
陣
聾
番
手
破
所
持

者
は
手
腹
も
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

〝
車
馬
正
男
君

人
命
救
助
で
感
謝
状
を
う
く
〟

去
る
4
月
1
日
午
後
2
時
撃
広
淀

区
吉
原
用
の
通
称
羅
近
で
一
人
で

遊
ん
で
い
た
野
崎
勝
広
ち
ゃ
ん
（
四
を

（
勝
苺
氏
寅
男
）
が
川
に
頓
落
し
、
浮

き
沈
み
し
っ
つ
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

中
盤
正
男
君
（
隆
夫
氏
三
男
、
中
間
市

西
日
本
語
子
高
校
三
年
生
）
が
発
見
、

学
生
服
の
ま
ま
川
に
飛
び
込
み
勝
広
ち

ゃ
ん
を
救
助
し
、
人
工
呼
吸
で
仮
死
状

態
を
脱
し
危
う
く
尊
い
寒
暑
と
り
と

め
ま
し
た
。

こ
の
善
姦
あ
る
行
為
は
、
石
蟹
生

奮
呈
通
じ
て
折
尾
婆
欝
貫
に
伝
え

ら
れ
、
折
尾
馨
で
は
早
速
紫
襲
名
で
申

出
正
男
君
に
人
命
救
助
功
労
者
と
し
て

4
月
2
1
日
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
機
会
に
、
だ
ん
だ
ん
水

に
親
し
む
季
節
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
子

河
川
敷
芝
揺
殿
級
に
つ
い
て

通
貨
川
水
系
は
本
年
四
月
一
日
よ
り
　
今
後
許
可
し
な
い
旨
の
通
知
が
お
宅
誤

一
級
河
川
（
建
設
省
重
態
管
理
）
に
指
　
し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

足
さ
れ
河
川
吸
の
芝
採
取
に
つ
い
て
は

河
川
愛
護
運
動
に
　
つ
　
い
　
て

供
た
ち
が
海
や

川
、
池
な
ど
で

水
遊
び
を
す
る

こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
が
、
常

田
頃
か
ら
特
に

注
志
さ
れ
る
よ

う
、
ど
父
兄

に
お
願
い
し
ま

す。

本
年
も
雨
脚
若
自
前
に
控
え
、
河
川

愛
護
思
想
の
暫
及
宣
伝
な
ら
び
に
水
防

轡
強
化
の
た
め
、
五
月
一
日
か
ら
五

月
三
十
一
蛸
ま
で
を
河
川
愛
護
月
間
と

し
、
県
及
び
福
岡
煉
防
災
治
水
臓
会
と

共
催
で
左
藩
に
基
づ
き
、
こ
の
連

動
嚢
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
町
民
の
餞
も
格
段
の
御
鞍
力
を

お
閲
い
い
た
し
ま
す
。

妃

1
河
川
敷
で
ゴ
ミ
捨
楊
と
な
っ
て
い
る

所
は
必
ち
ず
取
除
く
こ
と

2
次
の
こ
と
は
河
川
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
で
必
ら
ず
守
る
こ
と

ア
、
河
岸
を
破
損
、
決
壊
す
る
こ
と

ィ
、
流
水
の
そ
通
を
妨
げ
る
こ
と

オ
、
河
川
に
土
石
、
ゴ
ミ
等
を
捨
て

る
こ
と

カ
、
河
川
の
土
、
砂
、
砂
利
、
芝
率

等
を
許
可
な
く
採
取
す
る
こ
と

3
河
川
愛
護
忠
恕
宣
伝
普
及
の
た
め
県

下
冬
小
学
生
か
ら
図
画
の
ポ
ス
タ
ー

の
蓉
巷
行
な
う
。

募
集
対
象
　
小
学
生

内
容
　
　
河
川
愛
読
に
ち
な

む
も
の

「
し
め
き
り
∴
五
月
三
十
百
ま

で

ウ
、
河
川
敷
地
震
可
な
く
使
用
す
　
一

る
こ
と

工
、
河
川
敷
に
竃
類
を
放
す
こ
と

提
出
先
　
北
九
州
土
木
事
務
所

優
秀
作
品
に
対
し
て
は
、
審
査

の
う
え
禰
同
県
蛎
災
治
水
協
会

か
ら
賀
状
、
賞
品
を
贈
る

鍵
田
作
品
の
版
権
は
、
福
岡
県

陳
災
治
水
協
会
が
無
償
に
て
譲

り
受
け
る
。



◎
小
児
マ
ヒ
予
院
生
ワ
ク
チ

ン
投
与

次
の
と
お
り
小
児
マ
ヒ
予
厨
生
ワ

ク
チ
ン
投
与
彙
施
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
；
○
れ
な
く
投
与
そ
っ
け

て
く
だ
さ
い
。

一
、
日
時
5
月
綴
目
受
付
1
3
時
～
1
4

一
、
場
所
　
遠
征
町
役
場

一
、
料
金
一
〇
〇
円
（
但
し
生
活
保

護
者
は
無
料
）

「
該
当
審
　
（
母
子
手
帳
持
参
）

佳
後
2
ケ
月
か
三
年
末

猫
の
乳
児
で
ま
だ
一
回
も

受
け
て
い
な
い
著
及
び
四

十
年
度
に
一
回
た
け
投
与

そ
っ
け
た
者

※
次
の
人
は
毀
与
そ
っ
け
な
い
で
く
だ

さい。
1
下
荊
及
び
熱
の
あ
る
著

2
病
後
衰
弱
の
激
し
い
者

㊥
撮
パ
ラ
予
防
態
龍

「
日
時
及
び
簸
所

5
月
2
5
円
∴
浅
木
小
学
繋
篭

5
月
2
6
日
　
i
馬
門
小
学
投
ク

5
月
ガ
ロ
　
遠
賀
中
学
椴
「
ク

5
月
2
8
日
　
連
館
町
役
場

時
間
は
各
会
場
典
ュ
3
時
～
⊥
5
時

「
該
当
者
　
満
3
才
以
上
0
0
才
ま
で

一
、
料
金
∴
無
料

※
次
の
人
は
注
射
そ
っ
け
な
い
で
く
だ

さい。熱
の
あ
る
人
、
ぜ
ん
そ
く
、
心
臓

病
態
原
油
、
妊
墾
（
ヶ
月
未
満
の
者

◎
－
般
住
民
経
核
検
診

結
核
予
防
法
に
基
つ
い
て
、
一
般

住
民
の
結
核
検
診
を
家
族
台
肢
に
よ

り
家
族
全
員
を
対
象
に
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
必
ず
受
診
く
さ
さ

い
な
お
、
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方

は
、
後
日
遼
費
保
健
所
圭
C
出
向
い

て
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
綴
り
合
せ
て
期
間
内
に
受

診
さ
れ
ま
す
よ
う
申
し
添
え
ま
す
。

1
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
及
び
B
C
G

・
対
東
者
　
生
後
2
ケ
月
以
上
6
才

乗
滴
の
乳
幼
児

・
日
時
及
び
場
所

2
レ
ン
ト
ゲ
ン

・
対
重
器
6
才
以
上
全
員

（
6
才
未
満
及
び
学
絞
、
職
場
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
い
る
番
は

除く）

・
日
時
及
び
場
所

ー
t
r
●
雪
’
÷
●
－
、
●
●
○
－
●
－
－
●
i
ヽ
－
●
●
′
t
t

ご
寄
附
勧
礼

こ
の
た
び
次
の
方
々
か
ら
本
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
対
し
遜
営
資
金
と

し
で
多
額
の
こ
密
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
紙
上
を
以
っ
て
報
告
か
た

が
た
、
寄
附
者
に
対
し
て
厚
く
お
礼

申
上
げ
ま
す
。誼

「金－壱封

交
通
密
殺
入
院
見
舞
の
返
礼
と
し

て
今
古
賀
　
柴
田
十
久
夫
殿

一
、
金
　
壱
封

故
添
田
収
治
機
番
典
速
と
し
て

老
良
　
添
田
　
悪
巌

「
念
　
書
封

故
実
野
庭
唐
様
霞
瑛
返
し
と
し
て

広
波
　
矢
野
　
禽
栄
腰

「
金
　
壱
討

穀
白
木
カ
ツ
馨
典
返
し
と
し
て

接
木
　
白
木
　
光
彦
殿

◎
暗
和
4
1
年
度

遠
賀
町
赤
ち
ゃ
ん
大
会
開
催

乳
児
一
斉
検
診
を
か
ね
て
組
年
度
赤

ち
ゃ
ん
大
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
該
当
児
は
会
員
参
加
く
だ
さ

な
お
、
出
生
当
時
体
重
二
、
五
〇
〇

g
以
下
の
東
鶉
児
を
人
工
紫
衣
で
努

力
さ
れ
た
方
も
襲
移
し
ま
す
。

「
目
時
　
5
月
3
1
日
（
火
）

受
付
ュ
3
時
～
虹
時

「
姑
所
∴
∴
通
貨
町
公
民
館
別
館

一
、
該
当
児
　
昭
和
約
年
4
月
1
田
か

ら
伽
隼
3
月
乳
頭
ま
で

の
出
生
児

「
表
彰
　
優
良
児
5
名
、
努
力
賞

l
名

参
加
費
（
出
席
者
会

員）

※
母
子
手
帳
持
参
の
C
L
J

※
五
月
第
三
月
刷
H
の
乳
児
相
談
は

中
止
し
ま
す
。

◎
飼
犬
の
登
録
と
注
射
は

済
み
ま
し
た
か
？

本
年
麗
容
期
露
犬
登
録
及
び
狂
犬
純

子
妨
注
射
を
4
月
1
日
・
4
日
・
2
7
月

の
三
日
間
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未

済
の
諮
犬
が
お
る
よ
う
で
す
か
ら
、
町

内
の
獣
擾
師
の
好
慈
に
よ
り
個
人
的
に

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
特
に
相
談
し

て
お
り
ま
す
の
で
早
急
に
注
射
を
う
け

て
く
だ
さ
い
。

一
、
獣
医
師
住
所
氏
名

浅
木
　
板
猫
∴
文
夫

老
艮
　
入
江
　
i
保
郎

鬼
泣
　
入
江
　
良
三

「
手
数
料
一
8
円

（
遜
錬
手
数
料
及
び
注
射

料
を
別
に
四
〇
〇
円
役
場

に
納
付
の
こ
と
）

な
お
、
日
時
は
指
定
し
て
あ
り
ま

せ
ん
が
日
曜
日
又
は
平
日
は
牛
後
五

時
以
後
に
晒
い
ま
す
。

「注意」
1
す
で
に
畜
犬
を
飼
諸
し
て
い
な
い
時

は
必
ず
役
場
に
屈
け
て
く
だ
さ
い
。

2
馨
録
及
び
注
射
を
受
け
て
い
な
い
飼

犬
は
野
犬
と
し
て
捕
獲
さ
れ
ま
す
。

3
正
当
な
理
由
な
く
注
射
を
受
け
な
い

と
き
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
岡

余
剰
に
処
せ
れ
ま
す
。欝


